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１ 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

再生紙を使用しています。紙へリサイクルでき
ますので、雑誌として分別してください。

第71回　アジア太平洋防災閣僚級会議／防災局等誘致編

来
秋
に
向
け
て
万
全
の
準
備
を

防
災
局
の
誘
致
活
動
も
本
格
化

防
災
環
境
都
市
・
仙
台
を
世
界
へ

▲第１回委員会では、事業計画な
どを議題としました 東西

古今

郡市長がさまざまな現場を訪問し
　市民の皆さまの活動の様子な
　　どをお伝えします

　
災
害
は
、
今
な
お
国
内
外
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
、「
よ
り

良
い
復
興
」
を
進
め
て
き
た
経
験
や
取
り
組

み
を
広
く
伝
え
、
日
本
の
、
そ
し
て
世
界
の

防
災
・
減
災
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
防
災
環

境
都
市
を
掲
げ
る
本
市
の
重
要
な
役
割
で
す
。

そ
の
上
で
今
回
ご
紹
介
し
た
２
つ
の
取
り
組

み
は
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
通
し
て
本
市
の
存
在
感
を
よ
り
一
層
高

め
、「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る

よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
防
災
局
な
ど
を
仙
台
・
宮

城
に
誘
致
す
る
た
め
、
５
月
26
日
に
「
宮
城

県
・
仙
台
市
防
災
局
等
誘
致
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究

所
な
ど
の
研
究
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
産
学
官
と
の
連

携
に
よ
り
、
数
多
く
の
防
災
・
減
災
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
防
災
局
な
ど
の
誘

致
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
得

た
高
い
知
見
を
国
全
体
の
災
害
対
応
力
の
向

上
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
防
災
力

の
さ
ら
な
る
強
化
や
人
材
育
成
の
推
進
、
関

連
産
業
の
発
展
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
6
月

９
日
に
国
へ
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
誘
致
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

会
議
で
採
択
さ
れ
た
世
界
的
な
防
災
指

針
「
仙
台
防
災
枠
組
2
0
1
5
―
２
0

３
０
」
の
進し

ん
捗ち
ょ
く

状
況
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
議
論
す
る
、
大
変
重
要
な
場
で
す
。

　
市
で
は
、
会
議
に
向
け
、
５
月
26
日

に
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
防
災
閣
僚
級
会
議

仙
台
開
催
実
行
委
員
会
」
を
設
立
、
第

１
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
委

員
会
は
国
や
県
を
は
じ
め
、
東
北
大
学

　
来
年
秋
に
、
国
連
防
災
機
関
が
主
催
す
る

国
際
会
議
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
防
災
閣
僚
級
会

議
」
が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
は
じ
め
と
す
る

約
60
カ
国
の
防
災
担
当
閣
僚
な
ど
が
一
堂
に

会
し
、
平
成
27
年
の
第
3
回
国
連
防
災
世
界

▲協議会から牧野復興大臣
に要望書を提出

　

今
回
は
、
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
本
市

の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
防
災
閣
僚
級
会
議
仙
台
開
催
実
行
委

員
会
の
設
立
と
、
防
災
局
な
ど
の
誘
致
活

動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

や
地
元
経
済
界
、
観
光
関
連
事
業
者
な
ど
で

構
成
。
会
議
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
関
連
事
業
や
歓
迎
事
業

の
企
画
・
運
営
、
開
催
機
運
の
醸
成
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
規
模
な
会
議
の
開
催
は
、
仙

台
・
東
北
の
魅
力
を
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
発

展
に
つ
な
げ
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
本
市
で
は
、
第
3
回
国
連
防
災

世
界
会
議
、
G
７
の
関
係
閣
僚
会
合
、
観
光

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
国
際
会
議

が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
や
教
訓

と
と
も
に
、
仙
台
・
東
北
の
豊
か
な
食
や
文

化
な
ど
の
魅
力
も
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
各
国
か
ら
参
加

さ
れ
る
皆
さ
ま
を
万
全
の
体
制
で
お
迎
え
で

き
る
よ
う
、
産
学
官
が
一
丸
と
な
っ
て
着
実

に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
の
成
功
に
向
け
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
会

議
開
催
の
機
運
を
高
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
改
め
て
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
に
お
い
て
、
防
災
体
制
を
抜
本

的
に
強
化
す
る
た
め
、
防
災
に
関
す
る
基
本

的
政
策
の
立
案
や
事
前
防
災
の
推
進
、
災
害

対
応
の
司
令
塔
の
役
割
を
担
う
「
防
災
庁
」

の
設
置
に
向
け
た
動
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
地
方
機
関
の
「
防
災
局
」

や
「
防
災
大
学
校
（
仮
称
）」
の
設
置
が
予

青
葉
区
版


